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　本書は「おこづかい」を手がか
りに，日韓中越の子どもたちの親子
関係・友人関係の築き方，消費社
会での生き方を比較・分析したも
のです。お金は中立的な価値の徴
表であるだけでなく，規範的な意
味合いをもった文化的道具でもあ
ります。子どもたちはどのような
お金の使い方は許されるのか，あ
るいは許されないのか，文化的な
規範のもとで生きています。私た
ちは質問紙調査を行うだけでなく，
四ヵ国の研究者が皆でそれぞれの
国を訪れ，子どもの買い物の様子
を観察・インタビューし，家庭で

　日本では，テレビについて，誰
でもわかる簡単なメディアだと思
われています。しかし，海外では
メディア・リテラシー教育とし
て，テレビの「読み方」を教えて
いる国もあります。なぜ，日本で
はテレビが簡単だと思われている
のでしょう。
　そもそも，テレビ画面は平らな
のに，なぜ奥行きのあるものとし
て読み取ることができるのでしょ
う。また，視聴者はナレーショ
ン，会話，効果音といった多くの
音と映像を組み合わせてテレビを
見ています。この組み合わせ方を

親子にインタビューし，ミーティ
ングを繰り返してきました。「おご
り」をめぐる態度の違いなど，四ヵ
国の子どもたちの姿はそれ自身と
ても面白いので是非お読みいただ
きたいのですが，本書で私たちは，
その上で，互いの文化を「理解す
る」ための方法論を提案していま
す。異文化と向き合う中で私たち
の心を揺り動かすようにして文化
が立ち現れてくる，その過程自体
を理論化したのが私たちの考える

「差の文化心理学」です。ぜひ手
にとっていただき，ご意見をいただ
きたいと考えています。

誰が教えたのでしょう。さらに日
本語は時制表現が明確ではないに
もかかわらず，アニメには，回想
や想像シーンがたくさん出てきま
す。子どもはこうしたストーリー
を理解できているのでしょうか。
　このように心理学の視点からテ
レビを研究すると，実はとても難
しいメディアなのです。本書では
子どもだけでなく高齢者の例も
取り上げながら，私たちがテレビ
を見ることができる背景には，私
たちが子どもの頃から自然に学ん
だ，隠れたカリキュラムがあるこ
とを示しました。
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